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慢性期医療に関するアンケート調査について（お願い） 
 
 
謹啓 平素は当協会の活動に関しまして、格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上

げます。 
さて、私ども日本慢性期医療協会は「良質な慢性期医療がなければ日本の医療

はなりたたない」を合言葉として、国民の医療と生活を守り抜く覚悟をもって、

慢性期医療の質の向上に向けて活動しております。 

 

ところで、平成 17 年９月の小泉郵政選挙後の医療・福祉政策により「介護療養

病床の廃止」や「医療療養病床の削減方針の決定」、「後期高齢者医療制度」など

高齢者政策が強行されました。 

この３年間、療養病床再編計画は進展せず、介護難民・医療難民どころか救急

難民が発生するなど社会問題化しており、まさに医療体制そのものが崩壊しよう

としています。 

 

これらの問題は、わが国の救急医療や在宅療養への影響も大きいことから、こ

のアンケートをきっかけに認識を新たにし、再度議論して頂くことを願っており

ます。 

今後の日本の医療提供体制、特にその根幹をなす療養病床再編に係る点につい

て次のとおり５つの質問をいたします。各項目について、賛成・反対のいずれか

を○で選び、ＦＡＸにてお送りくださいますようお願いいたします。なお、ご回

答頂きました後、政党名と各質問への賛成・反対の結果（回答無も含めて）、並び

にご意見を当協会のホームページに掲載し、会員へ案内したいと存じます。 

謹白 
 



 

下記１～４のご質問に、賛成・反対のいずれかを○で囲い、 

平成 21 年 7 月 10 日までに下記返信先までご返信をお願いいたします。  

 

【返信先】 ＦＡＸ ０３-３３５５-３１２２ 日本慢性期医療協会 

 

 

１．2200 億円の社会保障費の削減方針の撤回について   ・賛成  ・反対 

２．介護療養型医療施設の廃止について         ・賛成  ・反対 

３．後期高齢者医療制度について            ・賛成  ・反対 

４．療養病床を含む慢性期医療病床の増床について    ・賛成  ・反対 

５．小泉政権以後の一連の高齢者医療政策 

の白紙化全面見直しについて           ・賛成  ・反対 

 

その他ご意見があればお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年  月  日 
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